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取扱説明書

このたびは､当社製品をお買い上げいただき､誠にありがとうございました｡

●ご使用前に必ず､この取扱説明書の「安全上のご注意」と取付方法に関する
説明をよくお読みの上､正しくお使いください｡
●お読みになったあとは､必ず保存してください｡

安全上のご注意 必ずお守りください

この取扱説明書および製品への表示では､製品を安全に正しくお使いいただき､あなたや他の人々への危害や財産への
損害を未然に防止するために､いろいろな絵表示をしています｡その表示と意味は次のようになっています｡内容を
よく理解してから本文をお読みください｡

安全に正しくお使いいただくために

△記号は注意(危険・警告)を
促す内容があることを告げる
ものです｡図の中に具体的な
注意内容が描かれています｡

絵表示の例
◯＼記号は禁止の行為である
ことを告げるものです｡図の
中に具体的な注意内容が
描かれています。

●記号は行為を強制したり
指示する内容を告げるもの
です｡図の中に具体的な注意
内容が描かれています。

工事は工事店に依頼する
工事には､技術と経験が必要です｡火災･感電､けが､器物
損壊の原因となります｡工事店にご相談ください｡

分解／改造はしない
火災の原因となります。修理や点検は、工事店などに
ご依頼ください。

適合機器以外の製品に取り付けない
落下したりしてけがや破損の原因になります。

コード引出し用のグランドと水抜き穴は
下向きに取り付ける
雨が内部に入り、火災の原因になります。

この表示を無視して､誤った取扱いをすると､人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示しています｡

定期点検を実施する
定期点検を実施し取り付け状態を確認してください｡

この表示を無視して､誤った取扱いをすると､人が
傷害を負う可能性が想定される内容および、物的
損害のみの発生が想定される内容を示しています｡

UCS-51A
ユニットカバー
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取付上のご注意
●このユニットカバーは下記のセパレートホーンとドライバーユニットの組合せ時に限り使用できます。
　それ以外のホーンとユニットの組み合わせには使用しないでください。

●本取扱説明書に従い正しく取り付けてください。また、取り付けるホーンの取扱説明書(安全編)もよくお読みください。
●取付後、取付状態を再度確認してからご使用ください。
　取付方法の不備による事故に対する一切の責任は負いかねます。

セパレートホーン
ドライバーユニット

H-510A / H-380A / HK-400 / HK-315 / HK-392
P-15Fを除くすべてのドライバーユニット

適　合　機　種

取付方法 H-510A / H-380A 

図1

1.ホーンのレフレクター(中筒)を取りはずす
3本の取付ねじをはずし、レフレクターを取りはずしてください。
バックリングは、はずす必要はありません。(図1 参照)　

レフレクターを取りはずすとき
は、レフレクターを持って3本の
取付ねじをはずしてください。
落下したりしてけがや破損の原因
になることがあります。

構成部品及び各部の名称
出荷時は、付属品の取付ベース取付ねじ以外は全て組まれた状態です。
カバー取付ねじをはずして、取付ベースを取りはずしてください。

取付ベース取付ねじ
（M6×20）（3本）

＜付属品＞

レフレクター（中筒）

バックリング

セパレートホーン
（H-510A/H-380A）

3本の取付ねじをはずす。
（カバー取付時には使用
しません。）

取付ベース カバー

キャプタイヤコード
（1.5m）

グランド

カバーパッキン
（カバーにはめ込み済み。
　取り外す必要はありません。）

防水パッキン
（取付ベースに貼付済み。
　取り外す必要はありません。）

水抜き穴

カバー取付ねじ
（M5×12）（４本）
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図2

取付方法 H-510A / H-380A

2.レフレクターを取付ベース（防水パッキン貼付済み）と共に取り付ける
取付ベースを、ホーン部にレフレクターと共に取り付けてください。(図2参照)

コード引出し用のグランドと水抜き穴は、下向きに取り付けてくだ
さい。雨が内部に入り、火災の原因になります。

4.カバー（カバーパッキンはめ込み済み）を取り付ける

図3

ドライバー
ユニット
取付部

取付ベース

レフレクター取付完了状態

3.ドライバーユニットを取り付け､結線する

取り付け完了後、本カバーのキャプタイヤ
コードとドライバーユニット付属のコードを
本カバー内で結線してください。

図4 図5

キャプタイヤコード

水抜き穴と
グランドが必ず下向きに
なるように取り付ける。

カバー取付ねじ×4本
M5×12
［締付トルク：3.5N・m］

カバー

ロゴマーク

レフレクター(中筒)
先端のロゴマークの方向を
正しく調整して取り付ける。

ホーン部

取付ベース

取付ベース取付ねじ×3本
M6×20（付属品）
［締付トルク：7N・m］

取付ベース
ドライバーユニット

矢印の方向にまわし、
ホーンのノズルパッキン
にあたる位置まで
ねじ込んだら、半回転
（約180度）増し締め
してください。

ホーンの
ノズルパッキン



ー4ー
RKTUCS51A-H0-2

取付方法 HK-392

1.ホーンベース台取付ねじを取りはずす
3本の取付ねじをはずしてください。
その際、ホーンベース台を動かさないよう
ご注意ください。(図6参照)　

取付ベース取付ねじ×3本
M6×20（付属品）
［締付トルク：10N・m］

図7

2.取付ベース（防水パッキン貼付済み）を取り付ける
取付ベースを付属品のねじ3本でホーンベース台に取り付けてください。(図7/8参照)
取付前に、セパレートホーンとホーンベース台のねじ穴の位置がずれていないか、確認してください。

取付ベース

ドライバー
ユニット
取付部

取付完了状態取付完了状態図8図8

セパレートホーン
（HK-392）

3本の取付ねじを
はずす。（カバー取付
時には使用しません。）

図6

2箇所の水抜き穴は、下向きに取り付けてください。
雨が内部に入り、火災の原因になります。

3.ドライバーユニットを取り付け､結線する

取り付け完了後、本カバーの
スピーカーコードとドライバー
ユニット付属のコードを本カバー内で結線してください。

取付ベース

矢印の方向にまわし、
ホーンのノズルパッキン
にあたる位置まで
ねじ込んだら、半回転
（約180度）増し締め
してください。

ドライバーユニット

ホーンの
ノズルパッキン

4.カバー（カバーパッキンはめ込み済み）を取り付ける
図9図9

ホーンベース台

http://www.unipex.co.jp/news/download/pdf/oldmanual/ucs51a_t.pdf

HK-400およびHK-315に当ユニットカバーを取り付ける際は、以下のアドレス
または2次元バーコードにリンクされた取扱説明書に従い、使用してください。

図10図10

キャプタイヤ
コード

水抜き穴とグランド
が必ず下向きになるように
取り付ける。

カバー
カバー取付ねじ×4本
M5×12
［締付トルク：１.5N・m］


